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平
成
23
年
度
町
立
佐
呂
間
保
育

所
お
よ
び
へ
き
地
保
育
所
の
入
所

児
を
、
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　

各
保
育
所
で
は
、
佐
呂
間
の
自

然
や
地
域
環
境
を
活
か
し
た
保
育

に
心
が
け
、
毎
月
の
お
誕
生
会
を

は
じ
め
遠
足
や
運
動
会
、
お
遊
戯

会
な
ど
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
行
事
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

佐
呂
間
保
育
所

■
入
所
資
格

　

平
成
23
年
４
月
２
日
を
も
っ
て

　

満
６
か
月
以
上
の
乳
幼
児
で
、

①
両
親
が
勤
め
に
出
て
い
る
た
め 

　

乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
ず
、
同

　

居
の
方
も
保
育
で
き
な
い
場
合
。

②
両
親
が
自
宅
で
乳
幼
児
と
離
れ

　

て
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い

　

る
た
め
、
乳
幼
児
の
保
育
が
で

　

き
ず
、
同
居
の
方
も
保
育
で
き

保
育
所
入
所
児
募
集
♪

　

な
い
場
合
。

③
母
親
が
出
産
の
前
後
、
病
気
な

　

ど
で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

④
前
項
目
以
外
で
私
的
な
理
由
に

　

よ
り
入
所
を
希
望
す
る
場
合
。

　
（
３
歳
以
上
児
が
対
象
）

⑤
保
育
所
へ
通
所
可
能
な
乳
幼
児

※
入
所
は
家
族
構
成
、
家
族
の
状 

　

況
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

■
開
設
期
間

　

４
月
１
日
〜
３
月
28
日

■
保
育
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
ま
で　

 

　
（
保
育
者
の
仕
事
の
時
間
に
よ
り

　

延
長
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。）

へ
き
地
保
育
所

■
入
所
資
格

　

平
成
23
年
４
月
中
に
満
３
歳
と

　

な
る
幼
児
か
ら
就
学
前
の
幼
児

　
（
５
月
以
降
も
、
満
３
歳
に
な

　

る
誕
生
月
の
１
日
か
ら
入
所
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

■
入
所
募
集
保
育
所

　

若
佐
保
育
所
、
浜
佐
呂
間
保
育
所

■
開
設
期
間

　

４
月
５
日
〜
３
月
24
日

■
保
育
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
ま
で

共
通
事
項

■
申
し
込
み
期
間

　

１
月
６
日
〜
１
月
31
日

■
申
し
込
み
先

　

佐
呂
間
保
育
所
、
若
佐
保
育
所
、

　

浜
佐
呂
間
保
育
所
、
役
場
保
健

　

福
祉
課
福
祉
係
に
申
し
込
み
に

　

必
要
な
書
類
を
用
意
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

　

の
う
え
提
出
願
い
ま
す
。（
現

　

在
入
所
さ
れ
て
い
る
方
も
申
込

　

が
必
要
で
す
）

　

な
お
、
入
所
説
明
会
は
、
後
日
保

　

育
所
毎
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
保
育
料

　

保
育
料
は
、
前
年
の
世
帯
員
の

　

所
得
税
合
算
額
に
よ
り
決
定
さ

　

れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

佐
呂
間
保
育
所

Tel　

２
・
３
６
４
７

※
入
所
な
ど
詳
し
く
は
、
お
気
軽

　

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　　

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方

で
、
厚
生
年
金
な
ど
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け

取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

重
い
障
が
い
が
残
っ
た
り
し
た
と

き
な
ど
に
も
年
金
を
受
給
し
、
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
。
有
権

者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す

る
と
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  

政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に

　

な
ろ
う
と
す
る
者
、
現
に
公
職

　

に
あ
る
者
）
は
、
寄
附
を
す
る

　

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
　

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

　

勧
誘
・ 

要
求
の
禁
止

　

有
権
者
が
威
迫
し
て
、
あ
る
い 

　

は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄

　

附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

  

政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄

　

  

附
の
禁
止

　

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で

　

あ
る
団
体
が
、
政
治
家
の
氏
名

　

を
表
示
し
て
選
挙
に
関
し
寄
附

　

を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
  

後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

後
援
団
体
が
花
輪
、
香
典
、
祝
儀 

　

な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

  

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ

　

  

状
の
禁
止

　

政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ

　

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ

　

ら
れ
ま
す
。

　

   

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

　

  

有
料
広
告
の
禁
止

　

政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
有
料

　

の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処

　

罰
さ
れ
ま
す
。

寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を
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　平成 22 年 12 月 1日で民生委員・児童委

員の一斉改選が実施され、次の方々が厚生労

働大臣から委嘱されました。民生委員・児童

委員は町内の担当地区において、住民の立場

に立って生活上の様々な問題を抱えている人

の相談、支援にあたる方です。何かお困りの

ことがありましたらご相談ください。

　また、今回で退職された方々には町長より

感謝状が手渡されました。

伊　藤　賢　一  共立・啓生

渡　部　修　一  大成・栄

高　瀬　勝　久  栃木

野　畑　ふみ子  若佐

原　田　涼　子  中園・川西 

永　井　良　次  武士

真　如　和　仁  朝日・富丘

石　井　尋　江
 西富第 3・西富第 4
 森永・緑園団地・光陽町

木　戸　フミ子
 西富第 1・西富第 2
 宮前団地

天　内　和　子
 西中央１、2、5の 1、
 8 の 1、8の 2

工　藤　好　美
 西中央 3、4、5の 2、
 6、7の 1、7の 2

増　子　政　信
 西町 1、2・新興町
 宮下町

五十嵐　　　智
 上町・夕陽ヶ丘・横上町
 進栄町・横町

今　井　彬　夫
 教住団地・南新町・仲町
 元町・公営町

山　崎　信　子
 中央町・ニ六町・旭町
 新旭町・下町・緑町

八　矢　留美子  北自治会全域

中　村　敦　子  東・山内町

伊　東　嘉　洋  知来

郡　　　昭　雄  仁倉

藤　原　一　成  浜佐呂間

斎　藤　則　雄  幌岩・浪速

渡　辺　好　則  富武士

柴　田　ミサヲ  若里第 1、2・研盟

中　西　庸　子  大和・中央・中央班

井　上　泰　一  町内全域（主任児童委員）

玉　井　祐　美  町内全域（主任児童委員）

■氏名（敬称略）/担当地区

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
加
入
者
に
該
当
さ
れ

る
方
は
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
で
あ
る
な
ど
の
理

由
で
、
ご
自
分
（
及
び
配
偶
者
、

世
帯
主
）
に
十
分
な
所
得
が
無

い
た
め
、
ど
う
し
て
も
年
金
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

冬
の
間
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

で
、
厚
生
年
金
加
入
者
で
は
な
く

な
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

は
、
役
場
に
て
国
民
年
金
へ
の
加

入
届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
冬
の
間
会
社
を
退
職
さ

れ
た
た
め
、
厚
生
年
金
加
入
者
で

は
な
く
な
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方（
国
民
年
金
３
号
被
保
険
者
）も
、

役
場
に
て
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
変
更
届
出
が
必
要
で
す
。

年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号

が
判
る
も
の
と
印
鑑
を
持
参
し
て

役
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
町
民
課
戸
籍
年
金
係

Tel　

２
・
１
２
１
３

除
雪
機
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う

　

毎
年
、
除
雪
機
に
よ
る
重
大
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使

用
す
る
際
に
は
、
責
任
を
も
っ
て
正

し
く
、
安
全
に
作
業
し
、
除
雪
機
に

よ
る
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

重
大
事
故
発
生
状
況

●
除
雪
作
業
を
見
て
い
た
子
ど
も

　

が
足
を
滑
ら
し
転
倒
し
、
回
転

　

部
に
巻
き
込
ま
れ
た

　

な
ど
、
多
く
の
悲
惨
な
事
故
が

　

発
生
し
て
い
ま
す
。

安
全
に
作
業
す
る
た
め
に

●
周
り
に
人
や
物
が
な
い
か
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯

舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
四
島
の
早

期
返
還
の
実
現
は
、
道
民
は
も
と

よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

で
す
。
今
こ
そ
、
北
方
領
土
問
題

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
返
還

要
求
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
、
国
の
外
交
交
渉
を
後
押

し
す
る
力
と
な
り
ま
す
。

●
雪
詰
ま
り
を
と
る
と
き
は
、
必

　

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
雪
と

　

り
棒
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
発
進
時
は
、
転
倒
な
ど
を
防
ぐ 

　

た
め
周
囲
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
北
見
管
内
の
高

校
生
の
就
職
内
定
率
は
10
月
末
現

在
37
・
５
％
で
、
前
年
同
期
を

４
・
１
％
下
回
っ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
２
４
２
名
の
生
徒
が
懸
命

に
就
職
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
管
内
企
業
か

ら
の
求
人
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
規
高
卒
者
を
と
り
ま
く

雇
用
情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
事
務
や
販

売
の
求
人
が
不
足
し
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
就
職
先
が
決
ま
ら
な

い
ま
ま
卒
業
す
る
生
徒
が
多
発
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
発
展
の
た
め
に
も
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
生
徒
が
卒
業
と

同
時
に
地
元
で
社
会
人
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、
新
規

高
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
是
非
ご

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
お
早
め
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
の
申
込
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

北
見
公
共
職
業
安
定
所
事
業 

　

所
部
門

Tel　

０
１
５
７
・
23
・
６
２
５
１

　

遠
軽
出
張
所

Tel　

０
１
５
８
・
42
・
２
７
７
９

新
規
高
卒
者
の
就
職
先
が
不
足

し
て
い
ま
す
!!

　

平
成
23
年
佐
呂
間
町
消
防
出
初

式
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

出
初
式
に
伴
い
消
防
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
分
列
行
進
中

に
、
道
道
留
辺
蘂
浜
佐
呂
間
線
及

び
付
近
町
道
の
交
通
規
制
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
23
年
１
月
６
日
（
木
）

■
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
間

　

栄
、
若
佐
、
佐
呂
間
市
街
、
浜

佐
呂
間
町
消
防
出
初
式

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

佐
呂
間
各
地
域

　

午
前
８
時
30
分

■
分
列
行
進

　

午
前
９
時
40
分
頃

○
行
進
経
路

　

坂
本
建
設
前
か
ら
ラ
ッ
キ
ー
パ

　

チ
ン
コ
店
ま
で

※
行
進
中
浜
佐
呂
間
方
面
へ
向
か

　

う
車
線
の
み
通
行
止
め
し
、
若

　

佐
方
面
へ
向
か
う
車
線
は
通
行

　

可
能
で
す
。
行
進
中
、
浜
佐
呂

　

間
方
面
へ
向
か
う
方
は
図
の
迂

　

回
路
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

■
観
閲
式

　

午
前
10
時

　

消
防
署
佐
呂
間
出
張
所
前

　平成 22年分の所得税（住民税及び個人事業税）

の確定申告の受付が２月 16 日から始まります。

（還付申告は、１月から受け付けています。）所得

税の確定申告の受付は３月 15日、消費税及び地

方消費税の確定申告は３月 31日までです。確定

申告書は「前年の申告書控え」や「確定申告の手

引き」などを参考にご自分で作成し、お早めに提

出してください。なお。確定申告書は、国税庁ホー

ムページの「確定申告書等作成コーナー」で簡単

に作成することができます。

　作成した確定申告書は、そのままｅ－Ｔａｘで

送信できるほか、印刷して郵送などにより提出す

ることもできます。また、平成 21 年分確定申告

書をご自宅で国税庁ホームページを利用して提出

された方または税務署などの申告会場でパソコン

を利用して提出された方のうち、利用者識別番号

や、予定納税額などをお知らせする必要がある方

につきましては、１月下旬に「確定申告のお知ら

せ」を送付しますので、こちらをご覧ください。

　税務署の申告会場にお越しの際には、「前年の

申告書控え」、確定申告に必要な書類及び印鑑を

ご持参ください。（「確定申告のお知らせ」が届い

ている方はそのお知らせも持参してください。）　

【お問い合わせ】

〒０９０・００１８　北見市青葉町３番１号

　北見税務署

Tel ０１５７・２３・７１５１

※自動音声にてご案内しますので、案内番号「２」

　をお選びください。

■ホームページ　http://www.nta.go.jp

　ｅ－Ｔａｘは、インターネットに接続している

パソコンがあれば、税務署に出かけることなく、

国税に関する各種手続を自宅などから行うことが

でき、下記のようなメリットがあります。

①国税庁ホームページから自宅などで電子申告

②最高５，０００円の税額控除

③添付書類の提出省略

④還付金がスピーディー

⑤ 24時間いつでも利用可能

　手続などの詳しい内容は、ｅ－Ｔａｘホーム

ページをご覧ください。

■ホームページ　http://www.e-tax.nta.jp
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　健康カレンダーでもお知らせしていますが、1月は粗大

ごみの収集月となっていますので、粗大ごみは忘れずに決

められた収集日にごみステーションへ出してください。

地域 収集品目 年始収集日

栄地区
燃やすごみ 7日・12日
燃やさないごみ 11日

若佐市街
燃やすごみ 7日・8日・12日
燃やさないごみ 11日

若佐地区
燃やすごみ 7日・12日
燃やさないごみ 11日

西富
燃やすごみ 6日・8日・11日・15日
燃やさないごみ 7日

佐呂間市街
燃やすごみ 6日・8日・11日・15日
燃やさないごみ 7日

北
燃やすごみ 6日・8日・11日・15日
燃やさないごみ 7日

東
燃やすごみ 6日・8日・11日・15日
燃やさないごみ 7日

知来
燃やすごみ 6日・13日
燃やさないごみ 12日

仁倉
燃やすごみ 6日・13日
燃やさないごみ 12日

浜佐呂間
燃やすごみ 6日・13日
燃やさないごみ 12日

幌岩
燃やすごみ 6日・13日
燃やさないごみ 12日

浪速
燃やすごみ 6日・13日
燃やさないごみ 12日

富武士
燃やすごみ 7日・12日
燃やさないごみ 11日

若里
燃やすごみ 7日・12日
燃やさないごみ 11日

その他プラ
上地区　1月 10日

中地区　1月 13日

下地区　1月 14日

　12 月 31 日～ 1月 5日までごみ収集及び知来ごみ処理

場が休みになります。また、1月のごみの出す日の確認は、

健康カレンダー 1月の表で確認してください。

　

12
月
10
日
現
在
の
公
営
住
宅
空

家
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
入
居
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

建
設
課
（
Tel　

２
・
１
２
２
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
西
富
団
地

　

２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
２
階
）
１
戸

　
　
　
　
　
　

１
５
，
４
０
０
〜

■
若
里
団
地

※
１
階
３
Ｄ
Ｋ　
　
　
　
　

１
戸

　
　
　
　
　
　
　

９
，
１
０
０
〜

■
栄
団
地

※
２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
階
）
１
戸

　
　
　
　
　
　

１
５
，
３
０
０
〜

■
宮
前
団
地

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

２
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
１
階
）
１
戸

　
　
　
　
　
　

４
７
，
７
０
０
〜

　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
収
入
が

多
い
方
の
た
め
の
住
宅
で
す
。

　

入
居
要
件
な
ど
が
一
般
住
宅
と

取
扱
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
役
場
建
設
課
管
理
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
印
は
、
60
歳
未
満
で
も
単
身
入

居
が
可
能
な
住
宅
で
す
。

町
営
住
宅
の
空
家
状
況

■各地区の収集日

１１日（火）　若佐地区・若里

１２日（水）　栄地区・富武士

１５日（土）　知来・仁倉・浜佐呂間・幌岩・浪速

２２日（土）　宮前町・永代町・幸町

２５日（火）　北・東・西富・高校団地

■粗大ごみの出し方

　粗大ごみは、有料となっていますので、必ず粗大ごみ

シールを購入のうえ、粗大ごみに貼って出してください。

粗大ごみシールが貼られていないものについては回収で

きません。粗大ごみシールは、有料ごみ袋を販売してい

る町内のお店で販売しています。

■処理料金

一辺の長さが

「１ｍ未満のもの」

２００円の粗大ごみシール

「１ｍ以上２．５ｍ以下のもの」

４００円の粗大ごみシール

■ごみステーションに出せない粗大ごみ

○処分収集マニュアルで町が処理できないものとしてい

　るもの。

○長さ２．５ｍを超えるもの。

○家電リサイクル対象機器：テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、

　洗濯機、衣類乾燥機、エアコン、パソコン。

○産業廃棄物に該当するもの。

■お願い

○粗大ごみは、ごみステーションを共有していますので、

　必ず収集日の朝８時までに出してください。

○粗大ごみを出すステーションは、決められている（町

　内会や自治会）ところを使用してください。
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国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ

コ
ー
ル
の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
な

ど
の
防
止
の
た
め
、「
自
動
車
不
具

合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
通
じ
て
、

皆
さ
ん
の
お
車
に
発
生
し
た
不
具
合

情
報
を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
車

に
不
具
合
が
生
じ
た
際
に
は
、
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
平
日
・
日
中
）

Tel　

０
１
２
０
・
７
４
４
・
９
６
０

　

自
動
音
声

Tel　

０
３
・
３
５
８
０
・
４
４
３
４

※
年
中
無
休
・
24
時
間

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/R

J/

■
社
会
福
祉
協
議
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

栃　
　

木    

相  

良  

昌　

枝
さ
ん

中　
　

園    

豊  

田  　
　

靜
さ
ん

宮
前
町    

角  

田  

勇　

一
さ
ん

永
代
町    

瓜  

生  

ヨ
シ
ヱ
さ
ん

浜
佐
呂
間    

山  

本  

千
代
子
さ
ん

若　
　

里    

齊  

藤  

文　

子
さ
ん

■
栃
木
老
人
ク
ラ
ブ
へ

栃　
　

木    

相  

良  

昌　

枝
さ
ん

　まもなく個人住民税（町道民税）、国民健康保険税の申告

と所得税の確定申告の受付が始まります。申告の受付期間

は 2月 16 日から 3月 15 日です。例年申告期限間近にな

りますと、大変混雑しますので、早めの申告をお願いします。

【申告の必要な人】

　1月1日現在で町内に居住している次に該当する方です。

●所得税の確定申告

①所得の合計額が所得控除 （基礎控除、配偶者控除、扶

　養控除など）を超える人

②医療費や住宅ローン控除などの税額控除を受ける人

●個人住民税の申告

①給与以外に所得のあった人

②不動産（地代、家賃など）・配当などの所得のあった人

③公的年金受給者で社会保険や生命保険料控除などを受

　けようとする人

④退職などで年末調整を受けていない人

⑤会社から給与支払報告書が役場に届かない人（住民税

　を給料から天引きされない人）

⑥生命保険の満期金など一時所得のある人

※所得税の確定申告をした人は住民税の申告は必要あり 

　ません。

【申告に必要な書類】

①平成 22 年中の収入がわかる書類（給与・年金の源泉

　徴収票、報酬などの支払い調書、収入・経費のわかる

　帳簿など）

②所得控除の資料

　（社会保険料、生命保険料、地震保険料、医療費などの

　領収書・証明書）

③障害者手帳、療育手帳（本人または被扶養者が認定を

　受けている場合）

④印鑑

【お問い合わせ】役場企画財政課町民税係 Tel　２・１２１４

■
業
種

①
建
設
工
事
（
土
木
・
建
築
・
管
・

　

電
気
な
ど
）

②
物
品
・
印
刷
物
の
製
造

■
受
付
期
間

　

平
成
23
年
２
月
１
日
か
ら

　

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

■
有
効
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

■
資
格
要
件

　

業
種
毎
に
資
格
要
件
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
提
出
書
類

○
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

①
建
設
工
事
（
市
町
村
統
一
様
式
）

②
物
品
・
印
刷
物
（
北
海
道
様
式
）

※
北
海
道
庁
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
で
き
ま
す

○
納
税
証
明
書
（
国
税
・
道
税
・

　

本
社
所
在
地
の
市
町
村
税
）

※
国
税
〜
法
人
税
（
所
得
税
）・

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

※
道
税
〜
法
人
道
民
税
・
法
人
事

　

業
税

○
印
鑑
証
明
書

○
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
み
）

○
決
算
書

①
建
設
工
事
（
直
近
１
年
分
）

②
物
品
・
印
刷
物
（
直
近
２
年
分
）

○
委
任
状
（
委
任
先
が
あ
る
場
合
）

※
入
札
参
加
資
格
申
請
書
及
び
委

　

任
状
以
外
は
コ
ピ
ー
可

※
郵
送
送
付
可

【
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
建
設
課
管
理
係

Tel　

２
・
１
２
１
０

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄付 ご 

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
の
お

知
ら
せ

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
へ
の

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　

い
よ
い
よ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
完
全
移
行
が
平
成
23
年
７
月

に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。



火
災
や
災
害
…
佐
呂
間
を

守
り
つ
づ
け
て
１
０
０
年

　

12
月
５
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
佐
呂
間
消
防

１
０
０
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
旧
佐
呂
間
村
時
代
か

ら
、
前
身
と
な
る
組
織
が
結
成

さ
れ
今
年
で
１
０
０
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
多
く

の
関
係
者
が
出
席
さ
れ
る
な

か
、
こ
れ
ま
で
防
災
活
動
に
尽

力
さ
れ
、
多
大
な
功
績
の
あ
っ

た
方
々
の
表
彰
式
が
挙
行
さ

れ
、
１
０
０
年
の
歴
史
を
ふ
り

か
え
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

に
は
昔
の
ポ
ン
プ
車
も
展
示
さ

れ
、
出
席
者
の
目
を
ひ
い
て
い

ま
し
た
。

１２/５

お
正
月
気
分
を
満
喫

佐
呂
間
保
育
所

　
「
お
も
ち
つ
き
大
会
」

　

昔
な
が
ら
に
杵
と
臼
で
つ
く

餅
つ
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
今
年
も
佐
呂
間
保
育
所
で

祖
父
母
参
加
に
よ
る
「
お
も
ち

つ
き
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ね
じ
り
鉢
巻
姿
の
児
童
た
ち

が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
指
導
の

も
と
楽
し
そ
う
に
お
餅
を
つ

き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
丸
め
て

く
れ
た
あ
ん
こ
餅
な
ど
を
美
味

し
そ
う
に
ほ
お
ば
り
、
一
足
早

い
お
正
月
気
分
を
満
喫
し
ま
し

た
。
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　この事業は、平成 23年 4月 1日から始まり、満 70

歳以上の方が、有効期間内の全ての運転免許を自主返

納した場合、運転免許証に代わる身分証明書として写

真付住民基本台帳カードを無料で交付する事業です。

（無料交付は１回限り）

■対象者
　有効期間内の全ての運転免許を自主返納し、写真付

　住基カードを保有していない満 70歳以上の方。

■申請方法
①運転免許証の自主返納

　遠軽警察署や、北見公安委員会で本人が返納手続を

　し、「運転免許の取消通知書」を受け取ってください。

※住基カードの申請は、運転免許証の自主返納をした

　日から 1年以内に行ってください。

○必要な物

・返納する運転免許証　

・印鑑

②住民基本台帳カードの申請

　役場町民課戸籍年金係窓口において「運転免許の取

　消通知書」を提示し「写真付住民基本台帳カード」

　の交付申請をします。後日、本人に住民基本台帳カー

　ド「交付通知書兼照会書（回答書）」を郵送します。（2

　週間程度の日数を要します）本人が回答書を持参し

　て役場窓口で暗証番号の設定を行い、住民基本台帳

　カードを受け取ります。

○必要な物

・印鑑　　

・運転免許の取消通知書　　

・写真（6ヶ月以内に撮影した縦 4.5 ㎝× 3.5 ㎝、無帽、

　無背景のもの）

・本人確認書類（官公庁の発行した証明書）

　パスポート、健康保険被保険者証、後期高齢者医療

　被保険者証、介護保険被保険者証、身体障害者手帳、

　年金証書など

■すでに運転免許証の自主返納をお済の方へ
　平成 22年 4月 1日以降、すでに運転免許の自主返納

を済まされた方にかぎり、事業対象となりますので平成

23年度中に申請してください。

【お問い合わせ】役場町民課　Tel　２・１２１３


